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研究成果の概要（和文）：本研究では言語学習機構において、学習の促進が考えられる音象徴性・対称性推論・他者の
意図推論の３つの認知能力について学習モデル研究を行った。1.乳児に対する脳波計測調査から前言語期であっても音
象徴性が音声学習に効果を及ぼすと示され、成人に対するfMRI研究によって音象徴性の学習促進効果と右STSにおける
賦活との関連が観測された。2.同一刺激にて種間比較行動実験を行い、ヒト乳児には対称性推論が確認できたがチンパ
ンジーには確認できなかった。3.イントネーションから他者の発話の確信度を判断する能力を調査で、日本語母語の24
カ月児は学習でき、その一方仏語母語の幼児は48ヶ月であっても学習ができなかった。

研究成果の概要（英文）：A fundamental question in language development is how infants start to assign 
meaning to words. We hypothesized that three cognitive skills play a critical role: sound-symbolism; 
symmetry (bidirectional) inference bias; and inference for other individuals’ intent. We experimentally 
established that: (1) Preverbal infants map auditory words onto visual input by recruiting a cross-modal 
perceptual processing system and a nascent semantic network. With fMRI study, we identified the right 
posterior STS as the key area for processing sound symbolic words. 2) In a cross-species comparison study 
with comparable procedure, human infants posses the symmetry inference bias but chimpanzees did not. 3) 
In inferring the reference of a novel word, 24-month-old infants are able to infer the speaker’s 
confidence, and believed that the object that the more confident speaker mapped the novel word would be 
the correct reference.

研究分野：実験系心理学

キーワード： モデル化

  ４版
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１．研究開始当初の背景 
子どもがレキシコンを構築していく際、こ
の学習を可能にする最初の足がかりとなる
のがどのような能力で、その後、どのように
して学習が進むのかなど、未だ明らかにされ
ていない。ヒト乳幼児の言語学習のプロセス
において、自己生成的なブートストラッピン
グによる学習プロセスが、重要でありプロセ
スの詳細や、それを支える神経基盤について
の解明は、ほとんど未着手である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、ヒト乳児における言語学習の
起源と発生メカニズムの解明に迫る。そのた
めに、以下の３つの認知能力をモデルフ
リーの状態から言語学習を始めるための能
力と仮定する。１）音象徴性（対象と音の自
然な対応関係）を検知する能力、２）対称性
推論と３）他者の意図の推論の３つの能力で
ある。これら３つの認知能力はその萌芽が言
語学習を始める以前の乳児に存在するので
はないかと考えられているが、決定的な結論
には至っていない。それらについて神経基盤
について検討が必要とされている。 
 
３．研究の方法 
（１）音象徴性：「きぴ」という新奇語の音
は尖ったイメージ、「もま」という新奇語は
柔らかみのあるイメージを喚起しやすい、と
いった音象徴性を持つ。これらの音声および
その音声のイメージにそれぞれ合致した提
示図形を実験に用いた。生後 11 カ月という
前言語期の乳児における、音象徴性の一致し
た組み合わせを見せられた際の脳活動と音
象徴性の一致していない組み合わせを見せ
られた際の脳活動を比べ、どのように時間特
性が異なるのかについて事象関連電位およ
び電極間の大域的位相同期解析を行った。 
また、成人を対象に音象徴の脳内機構につい
て fMRI を用いて調べた。音処理は上側頭溝
(STS)が関わると言われているが、言語音の
処理と環境音の処理で機能分担をしている
ことが報告されている(Thierry et al., 
2003)。本研究では、音象徴語は言語記号で
あるとともに環境音の模倣であるという性
質から両側のSTSが活動するという仮説を検
討した。実験１ではスキャナーの中で日本人
成人に様々な動きのビデオを見せ、ビデオと
ともに語（擬態語、動詞、副詞のいずれか）
を提示した。それぞれの種類の語は半分がビ
デオの動きと意味が適合し、半分は不整合で
あった。続いて、実験２で動きに加え、形を
提示し同様に右STSの賦活が見られるかどう
かを検討した。 
（２）対称性推論：ヒト乳児、チンパンジー
ともに、訓練を必要としない注視反応を指標
とした課題を用いた。特定のモノ⇒動きをペ
アにして、モノ⇒動きの随伴性を訓練で学習
させた後、随伴性の方向性を逆にした。乳児、
チンパンジーが対称性バイアスを保持する

なら方向性を逆にしてもペアの組み合わせ
が変わった時に違反を検出するはずである。
この仮説を、非接触視線計測装置(Tobii)を
用い前言語期の乳児の視線から検討した 
（３）他者の意図の推論：他者の意図の推論
の前駆として幼児が他者から情報を受け取
る際、送り手の確信度（信じているか疑って
いるか）に注目することは、その情報の信頼
性を判断するための重要な手がかりとなる
ため、上昇下降による確信度の調査を行った。
幼児に対し、2 体の人形がそれぞれ左右に置
かれた新規オブジェクトに対し、片方は一方
のオブジェクトを指しつつ自信を持ち下降
調で、もう一方はもう片方のオブジェクトを
指しつつ自信がなさそうに上昇調で新奇語
を命名する。その後、新奇語について尋ね、
2 体の人形どちらが命名したオブジェクトを
選択するかを記録する。さらに音声刺激は日
本語だけでなく、フランス語も用意し母語に
よる影響を検討した。 
 
４．研究成果 
（１）音象徴の能力：前言語期の乳児に対す
る脳波計測調査の結果、位相同期解析におい
て音象徴性の低い組み合わせに対し400ミリ
秒で左半球のネットワーク間の共起が観ら
れた。また、事象関連電位では成人における
N400 に類似した活動パターンが観測された
（Asano et al., 2015）。このことから生後
11 か月の時点で乳児は音と視覚対象の整合
性を検出し、それを語意学習に用いているこ
とが示唆された。また、Kanero ら(2014)は、
成人に対する fMRI 調査を行い実験１では予
想通り、音象徴に関わらず３つの語種すべて
で左 STS の顕著な活動が見られたが、右 STS
は音象徴性が低い動詞、副詞に比べて音象徴
性が高い擬態語が動きと一致していたとき
にのみ見られた。この結果により音象徴が環
境音と言語音の両方の特徴を持ち左右両側
のSTSで処理されるという仮説を支持された。
（２）対称性推論：対称性条件においては、
ヒト乳児では対称性バイアスを示唆する注
視反応が示されたのに対して、このように対
称性推論が前言語期の乳児においても見ら
れることから、これが言語学習によって出現
するわけではなく、むしろ対称性推論の存在
が言語やその他の認知能力獲得のひとつの
要件である可能性が考えられる。 
（３）他者の意図の推論：日本語を母語とす
る 24 カ月の乳児は学習できたが、フランス
語を母語する幼児は 48 ヶ月であっても学習
ができなかった。このことから言語外手がか
りから話者の意図や確信度を読み取り語意
推論に用いるのは学習言語の性質に依存す
ることが示唆された。 
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英之・岡田浩之 (2012) なるほど！赤ちゃん
学：ここまでわかった赤ちゃんの不思議新潮
社 222 (190-217). 
⑧今井むつみ・野島久雄・岡田浩之 (2012). 
新・人が学ぶということ：認知学習論からの
視点 北樹出版 249 (1-249). 
〔その他〕 
（１）報道関連等 
①2016 年 1月 23, 30 日 TBS ラジオ 
②2015 年 4月 4, 11, 18, 25 日 NHK ラジオ 
③2015 年「母の友」3月号 
④2014 年 4月 20 日 朝日新聞 GLOBE 
⑤2013年 6月11日 NHKクローズアップ現代 
⑥2013 年 5 月 4 日 朝日新聞教育・生活欄 
（２）招待講演 
①2015 年 7月 28 日, 12 月 22 日 今井むつみ 
ことばの発達と思考の発達―そのﾒｶﾆｽﾞﾑと
そこから考える教育へのﾋﾝﾄ― 長谷川ナー
シングパートナー 保育園主事研修会講演 
②2015 年 10 月 28 日 今井むつみ ことばの
発達の謎を解く 埼玉県保育士会研究集会 
招待講演 彩の国すこやかプラザ 
③2015 年 8月 7日 Mutsumi Imai 不要輸在起
跑點上? (Do you need to give a special head 
start to your children?) 「ことばの発達
の謎を解く」中国語繁体字翻訳記念ﾄｰｸｲﾍﾞﾝﾄ. 
誠品書店台湾大学支店 
④2015 年 8月 6日 Mutsumi Imai 嬰幼兒：天
才語言科學家. 「ことばの発達の謎を解く」
中国語繁体字翻訳記念ﾄｰｸｲﾍﾞﾝﾄ. 誠品書店
台湾大学支店 
⑤2015年7月31日 今井むつみ 言語発達の
基礎 ～子どもの言語発達の過程とそのメカ
ニズムについて学ぶ～ 横浜市特別支援言語
研修講座 保土ヶ谷公会堂 
⑥2015年5月15日 今井むつみ 一生進化し
続ける学びの達人を育てるために―広島版
『学びの変革』アクション・プランで実現し
ていただきたいこと 広島県連合小学校校
長会 基調講演 
⑦2014 年 12 月 17 日 今井むつみ 「言語と
思考の関係」 兵庫県立国際高校 講演 
今井むつみ(2014 年６月 22 日) 「言語力は
思考力」 神奈川言語聴覚研究会総会 講演 
ウィリングよこはま 
⑧2014 年 3 月 21 日 今井むつみ 「臨界期
神話の誤謬と英語教育」 第 26 回発達心理
学会日本学術会議・発達心理学分科会企画公
開シンポジウム 早期教育の光と影 ―英語
早期教育は是か非か？― 
⑨2014 年 3 月 18 日 今井むつみ 「母語と外
国語の語彙習得のメカニズム」 HLC 春季セミ
ナー招待講演 立教大学池袋キャンパス 
⑩2014 年 3 月 3 日 Mutsumi Imai The 
Sound-Symbolism Bootstrapping Hypothesis 
for Language Acquisition and Language 



Evolution. Invited lecture, Institute of 
Linguistics, National Taiwan University, 
Taipei City, Taiwan 
⑪2014 年 2 月 5 日 今井むつみ 「ことばの
学習における推論―帰納・演繹推論とアブダ
クション」ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 「論理と感性の新たな
学際研究に向けて」 慶應義塾大学 論理と
感性センター、思考と行動判断研究拠点共催
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ慶應大学三田キャンパス 
⑫2013年 11月 30日 今井むつみ 第1回コト
ノハカフェ 「言葉の意味とは何か-子ども
が教えてくれること」バルト（阿佐ヶ谷） 
⑬2013 年 11 月 10 日 今井むつみ 認知学習
論を学ぶ 札幌保健医療大学 第 6 回 FD 
(Faulty Development) 研修会 
⑭2013 年 9 月 2 日 今井むつみ 語彙習得に
おける記号接地問題――子どもとＬ２学習
者はどのように語彙システムを構築するの
か.  言語処理(NLP)若手の会 招待講演. 
東京大学駒場キャンパス 
⑮2013 年 7 月 6 日 今井むつみ 「ヒト特有
の推論の起源」主催  国際高等研プロジェク
ト「心の起源」および 日本学術会議心理
学・教育学委員会心の先端研究と心理学専門
教育分科会主催 公開ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「心の先端研
究の地平」招待講演 京都大学霊長類研究所 
⑯2013 年 3 月 11 日 Mutsumi Imai Sound 
symbolism: Neural representation and 
relation to language development. Invited 
Talk presented at CNSR, University of 
Paris, Descartes. Centre Biomédical des 
Saints Pères, Paris. 
⑰2012 年 11 月 23 日 Mutsumi Imai The 
relation between language and thought: 
count/mass syntax and the notion of 
individuation.  Talk presented at the 
research seminar at the Department of 
Linguistics, National Taiwan University. 
⑱2012 年 11 月 23 日 Mutsumi Imai Sound 
symbolism bootstraps language learning. 
Talk presented at the research seminar at 
the Department of Psychology, National 
Taiwan University. 
⑲2012 年 9 月 13 日 Mutsumi Imai The path 
from perceptual categories to conceptual 
categories: The role of language.  Talk 
presented at the invited symposium. 
“ Prediction and Creation: Basis of 
Model-based Decision-making Process. ” 
(予測と創造：ﾓﾃﾞﾙﾍﾞｰｽ的意思決定プロセス
の基礎) 日本心理学会第 76 回大会専修大学 
⑳2012 年 9 月 9 日 今井むつみ ｶﾃｺﾞﾘｰの発
見、創造、修正:ことばの意味の習得過程 認
知言語学会第 13 回全国大会 招待ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
意味の獲得・変容・喪失：認知言語学と関連
分野との対話 大東文化大学板橋ｷｬﾝﾊﾟｽ 
○212012 年 8月 21日 今井むつみ 音象徴と言
語の起源 招待ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「進化言語学の展
開」日本進化学会第 14 回大会 首都大学東京 
○22 2012 年 7 月 27 日 Mutsumi Imai Sound 

symbolism paves the way to language 
development in preverbal infants.  
Invited talk presented at the symposium 
“Interactive Brain Dynamics for Decision 
Making and Communication”   (意思決定と
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの脳ﾀﾞｲﾅﾐｸｽと相互作用)  包括
脳合同ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 仙台国際センター 
○232012 年 7 月 1 日 今井むつみ 音象徴の心
と脳のメカニズム 日本言語科学会 招待講
演 名古屋大学 
○242012 年 6 月 3 日 今井むつみ 言語習得に
おける音象徴の役割 関西言語学会 招待
講演 江南女子大学 
○252012 年 5 月 5 日 Mutsumi Imai Evolution 
of verb meanings in children and L2 adult 
learners through reorganization of an 
entire semantic domain:  The case of 
Chinese carry/hold verbs.  CLDC2012 
（ The 6th conference on Language, 
Discourse and Cognition. National Taiwan 
University 
（３）アウトリーチ活動（Workshop 開催） 
①2016 年 2月 27 日 ABLE2016 Winter 
②2015 年 6月 14 日 ABLE2015 Summer 
③2014 年 11 月 29 日・30 日 ABLE2014 Autumn 
④2014 年 1月 18 日・19日 ABLE2014 Winter 
⑤2013 年 12 月 13・14 日 Sound Symbolism 
Workshop 2013 
⑥2012 年 8 月 6・7 日 Sound Symbolism 
Workshop 2012 
⑦2012 年 8月 5 日 ABLE2012 Summer 
⑧2012 年 1月 28 日 ABLE2012 
ホームページ等 
今 井 む つ み 研 究 室 ホ ー ム ペ ー ジ : 
http://cogpsy.sfc.keio.ac.jp/imailab/ 
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